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ご存じですか？「認知症」のこと特
集
２

よかとこいっぱい「よかバス」再発見！特
集
1

よかバスを利用する千種保育所の皆さん
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バ
ス
利
用
の
よ
か
と
こ

●
環
境
に
や
さ
し
い

　

１
人
を
１
㎞
運
ぶ
た
め
に
排
出
す
る
Ｃ

Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
は
、
バ
ス
の
場
合
、

自
動
車
の
約
１
／
３
で
済
む
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
動
車
の
利
用
を
減
ら
し
、
バ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
地
球
環
境
保
護
に
貢
献
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

●
健
康
の
維
持
に
つ
な
が
る

　

公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歩
く
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
消
費
カ
ロ
リ

ー
も
増
加
し
、
健
康
維
持
に
貢
献
し
ま
す
。

●
維
持
費
が
か
か
ら
な
い

　

マ
イ
カ
ー
は
車
両
代
を
除
い
て
も
、
保

険
、
税
金
、
車
検
費
用
な
ど
の
維
持
費
が

必
要
で
、
そ
れ
に
加
え
ガ
ソ
リ
ン
代
、
高

速
代
、
修
理
代
な
ど
多
く
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
が
、
バ
ス
の
場
合
、
維
持
費
は
か

か
ら
ず
料
金
は
一
律
で
す
。

よ
り
利
用
し
や
す
く

　

毎
年
、
乗
り
込
み
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
を
経
て
、
よ
り

利
用
し
や
す
い
路
線
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

よ
か
バ
ス
に
乗
っ
て
い
て
気
づ
い
た
こ

と
な
ど
、
お
気
軽
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

乗
り
方
教
室

　

よ
か
バ
ス
を
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
乗
り
方
教
室
を
実
施
し

ま
す
。「
よ
か
バ
ス
に
乗
っ
て
み
た
い
け

ど
乗
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
乗
っ
た
こ

と
が
な
い
か
ら
不
安
」
そ
ん
な
皆
さ
ま
の

地
区
で
バ
ス
の
乗
り
方
や
マ
ナ
ー
、
運
賃

の
支
払
い
方
法
な
ど
、
よ
か
バ
ス
の
基
本

的
な
知
識
を
学
び
、
そ
の
後
、
目
的
地
ま

で
体
験
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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地
域
住
民
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な
い
コ

ミ
ィ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
よ
か
バ
ス
」。
通
院

や
買
い
物
な
ど
に
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

か
バ
ス
は
、
自
分
で
移
動
手
段
を
持
た
な

い
住
民
に
と
っ
て
、
大
切
な
交
通
手
段
で

す
。

　

よ
か
バ
ス
の
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
は
60

歳
以
上
の
高
齢
者
。
年
を
重
ね
て
も
元
気

に
街
へ
繰
り
出
せ
る
高
齢
者
に
や
さ
し
い

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
か
バ
ス
は
今

日
も
地
域
住
民
の
足
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
バ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
皆
さ

ん
も
よ
か
バ
ス
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

よ
か
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
は 

あ
り
ま
す
か
？

　

よ
か
バ
ス
は
平
成
20
年
10
月
１
日
の
運

行
開
始
か
ら
約
７
年
が
経
過
し
、
平
成
27 

年
７
月
末
ま
で
の
累
計
乗
車
人
員
は
１ 

９ 

０
，
６
７
３
人
と
、
ま
も
な
く
20
万
人
を

達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　

今
は
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
、
バ
ス
を
必

要
と
し
な
い
人
で
も
、
将
来
必
要
と
な
っ

た
と
き
に
バ
ス
が
な
い
と
困
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
が
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
バ
ス
の
運
行
が
維
持
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
環
境
や
体
に
も
優
し
い 

乗
り
物
で
す
。
マ
イ
カ
ー
に
依
存
し
す
ぎ 

な
い
よ
う
に
、
目
的
に
よ
っ
て
、
マ
イ
カ 

ー
と
上
手
に
使
い
分
け
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
年
に
数
回
バ
ス

に
乗
る
よ
う
に
な
る
と
、
利
用
者
数
は
か

な
り
増
加
し
ま
す
。

　
「
今
日
は
よ
か
バ
ス
を
使
お
う
か
な
」

と
軽
い
気
持
ち
で
、
バ
ス
の
利
用
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

よかとこいっぱい　
「　　　　」再発見！

地域のために市内を走るオレンジ色のよかバス。
皆さんは乗ったことはありますか？

バスを利用している人もそうでない人も、
一緒に「よかバス」のよかとこを再発見してみませんか。

よかとこいっぱい
「　　　　」再発見！
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問い合わせ先
宮交タクシー（株）串間営業所
　☎0987－72－0112
市役所総合政策課企画統計係
　☎0987－72－1111（内線333）
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帰 宅

立宇津

黒
井
線

充実した午前中を
過ごせました

市
街
地
循
環
線
は

31
人
乗
り
タ
イ
プ

市民病院

市
街
地

循
環
線

市民病院を出発

路線について
＜集落線＞

方面 路線名　（運行曜日）

都井 都井岬線（毎日）、黒井線（火）、
名谷線（木）

本城 永田線（月・金）、遍保ヶ野線（水）

市木 市木線（水）

北方
・
大束

鯛取線（月・木）、奈留線（水）、
三ヶ平線（火）、風野線（金）、
上大矢取線（月・木）

福島 高松線（火）、古竹線（金）、
高校線（平日）
＜市街地循環線＞

福島 市街地循環線（毎日）

利用料金
路　線 利用料金

市街地循環線 100円
（小学生は半額・未就学児無料）

集  落  線 200円
（小学生は半額・未就学児無料）

１日
フリーパス券

400円
（小学生は半額・未就学児無料）

※�10回分の料金で11回乗車できるお得な回数券
も販売中です。

　

今
回
、
路
線
の
中
で
も
利
用
者
の

多
い
都
井
・
黒
井
線
に
密
着
し
、
利

用
者
の
声
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
し
た
。

　

よ
か
バ
ス
は
市
内
15
路
線
を
運
行

中
。
お
得
な
回
数
券
や
何
度
で
も
乗

れ
る
１
日
フ
リ
ー
パ
ス
券
な
ど
お
得

な
利
用
方
法
も
あ
り
、
運
賃
も
安
く
、

目
的
に
合
わ
せ
て
う
ま
く
活
用
す
る

こ
と
で
、
通
院
や
通
勤
、
通
学
、
買

い
物
な
ど
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
か
バ
ス
の
車
内
は
、
雰

囲
気
も
和
気
あ
い
あ
い
。
楽
し
そ
う

な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
小

さ
な
地
域
を
走
る
か
ら
こ
そ
、
移
動

手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ご
近
所

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ま
に
は
、
友
達
や
近
所
の
人
と

誘
い
合
っ
て
、
よ
か
バ
ス
で
の
お
出

か
け
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

よ
か
バ
ス
の
よ
か
と
こ

・�

フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
は
、
バ
ス
停

の
な
い
場
所
で
も
手
を
挙
げ
て
乗

車
で
き
ま
す
。

※�

市
街
地
循
環
線
お
よ
び
国
道
２ 

２ 

０
号
・
４
４
８
号
の
一
部
地
域
は

で
き
ま
せ
ん
。

・�

料
金
が
一
律
だ
か
ら
ど
こ
ま
で
乗

っ
て
も
安
心
で
す
。

立宇津

黒
井
線

立宇津を出発

よかバス利用者の１日に
密着しました

よかバスについて聞きました

市街地循環線を利用しています

郵便局前

市
街
地

循
環
線

郵便局前に到着
スーパーに買い物へ

郵便局前

黒
井
線

郵便局前を出発

バ
ス
内
は
会
話
が

弾
み
ま
す

　通勤で利用しています。夜勤明けに、市街地循環線によく乗ります。
市街地循環線は１００円なのでとても安いです。暑い今の季節は特に歩
くのは辛いので助かります。西小路方面に向かうためには県南病院で乗
車して、一度北方方面まで行き戻ってくるので、市街地循環線の逆周り
があればもっと便利ですね。

みんなでプールに
　千種保育所の学童クラブの皆さんは、夏休み期
間中によかバスを利用して市民プールに遊びに行
きます。この日を楽しみにしていた子どもたちは、
運転手さんに元気にあいさつをして、バスの中で
はお友だちと仲良くおしゃべりをしていました。

　通院でよく乗ります。よかバス
の運行が始まるまでは、黒井には
バス停がなかったので、いつもタ
クシーを利用していました。子ど
もは宮崎にいるため、車で送って
もらうこともできません。よかバ
スが来てくれてとても助かってい
ます。ついでに買い物も済ませら
れるので、いつもフリーパス券を
利用しています。 INTERVIEW 1

都井地区・黒井

山
やま

下
した

 ミチルさん

福島地区・西小路１区　河
かわ

野
の

 ユリ子
こ

さん

　よかバスは生活に欠かせません。
バスが無かったらどこにも出かけ
ることができないので、車のない
私にとってはとても大きな存在で
す。料金も片道２００円と安く、
経済的にも助かっています。市民
病院の診療日が診療科目によって
曜日が異なるので、いろんな曜日
で運行してもらえるとありがたい
です。 INTERVIEW 2

都井地区・立宇津

井
いの

上
うえ

 今
け

朝
さ

利
とし

さん

都井地区・立宇津

森
もり

 末
すえ

男
お

さん

　 サカエさん

　運転手歴は17年。よかバス運
行開始時から運転を行っていま
す。日ごろの運転では、他の車
の邪魔にならないように道を譲
ったり、急ハンドル急ブレーキ
にならないよう安全運転に気を
つけています。また、時間を常
に意識して運転しています。 隈

くま
田
た

原
ばら

 忠
ちゅういち

一さん

運転手インタビュー

まずは市民病院へ
向かいます

用事を済ませて
きます

　　　　で
行こう！

市民病院

黒
井
線

市民病院に到着

よかとこいっぱい
「　　　　」再発見！



ご
存
じ
で
す
か
？

「
認
知
症
」の
こ
と

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
、
全
国
的
に
増
え
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
。

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

い
つ
自
分
や
家
族
が
、
あ
る
い
は
友
人
や
知
り
合
い
が
認
知
症
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

他
人
ご
と
と
し
て
無
関
心
で
い
る
の
で
は
な
く
、

「
自
分
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
認
知
症
の
こ
と
」
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

他
人
事
で
は
な
く
、自
分
の
事
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
受
講

料
無
料
）
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
、
認

知
症
に
関
す
る
相
談
は
下
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
串
間
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
72

－

０
０
２
３

　
串
間
市
役
所
医
療
介
護
課
介
護
保
険
係

　
☎
72

－

０
３
３
３

「
認
知
症
」っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
「
認
知
症
」
と
は
老
い
に
と
も
な
う
病
気

の
一
つ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳
の
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
憶
・
判
断
力
の
障
害

な
ど
が
起
こ
り
、
社
会
生
活
や
対
人
関
係
に

支
障
が
出
て
い
る
状
態
（
お
よ
そ
６
カ
月
以

上
）
を
い
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
認
知
症
の
疾
患
に
は
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知

症
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
？

　

認
知
症
に
は
「
中
核
症
状
」
と
「
周
辺
症

状
」
の
二
つ
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　
「
中
核
症
状
」
は
、
脳
の
細
胞
が
壊
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
直
接
起
こ
る
症
状
で
す
。
物

忘
れ
な
ど
の
『
記
憶
障
害
』、時
間
・
場
所
・

人
物
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
『
見
当
識
障

害
』、
物
事
を
考
え
た
り
判
断
す
る
こ
と
に

支
障
が
で
る
『
理
解
力
や
判
断
力
の
障
害
』、

計
画
を
立
て
段
取
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
『
実
行
機
能
障
害
』
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
り
、
治
り
に
く
い
症
状
で
す
。

　
「
周
辺
症
状
」
と
は
、
本
人
が
も
と
も
と

持
っ
て
い
る
性
格
や
環
境
、
人
間
関
係
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か
ら
み
合
っ
て
起
こ

る
症
状
で
す
。
う
つ
状
態
や
妄
想
と
い
っ
た

心
理
面
・
行
動
面
の
症
状
で
、
治
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
認
知
症
の
記
憶
障
害
と
の
違
い

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ

経
験
し
た
こ
と
が

部
分
的
に
思
い
出
せ
な
い

目
の
前
の
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い

物
の
置
き
場
所
を

思
い
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る

何
を
食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
い

約
束
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た

物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

曜
日
や
日
付
を
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る

認
知
症
の
記
憶
障
害

経
験
し
た
こ
と
全
体
を
忘
れ
て
い
る

目
の
前
の
人
が
誰
な
の
か
分
か
ら
な
い

置
き
忘
れ
・
紛
失
が
頻
繁
に
な
る

食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
い
る

約
束
し
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
い
る

数
分
前
の
記
憶
が
残
ら
な
い

月
や
季
節
を
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る

串
間
市
の
現
状
は
？

　

平
成
27
年
８
月
１
日
現
在
の
串
間
市
の

人
口
（
現
住
人
口
）
は
１ 

８
，
８
０
３
人
で
、

高
齢
化
率
は
39
・
10
％
で
あ
り
、
さ
ら
に
10

年
後
の
平
成
37
年
に
は
、
高
齢
化
率
44
・
8

％
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

串
間
市
の
認
知
症
高
齢
者
数
は
、
介
護
保

険
要
介
護
認
定
者
数
か
ら
約
８
８
０
名
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
約

１
割
以
上
の
人
が
、
何
ら
か
の
認
知
症
状
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
で
な
け
れ
ば
発
症
し
な
い
？

　

認
知
症
は
高
齢
者
に
多
い
病
気
で
す
が
、

働
き
盛
り
の
年
代
で
も
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
65
歳
未
満
で
発
症
し
た
場
合
を
「
若
じ
ゃ
く

年ね
ん

性せ
い

認
知
症
」
と
い
い
ま
す
。

　

物
忘
れ
が
出
始
め
、
仕
事
や
生
活
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
も
、
認
知
症
で
あ

る
と
は
気
付
か
な
か
っ
た
り
、
病
院
で
診
察

を
受
け
て
も
、
う
つ
病
や
更
年
期
障
害
な
ど

と
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
若
い

人
も
発
症
す
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法
は
？

　

誰
に
で
も
発
症
の
可
能
性
の
あ
る
認
知
症
。

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
予
防
で
き
る

こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
家
族

や
身
の
周
り
の
認
知
症
の
方
と
上
手
に
向
き

合
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
は
、
串
間
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
し
て
い
る

橋
本
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　串間市では認知症サポーター養成講座
を開催しています。認知症サポーターは、
特別なことをする人ではありません。認
知症を正しく理解し、認知症の人やその
家族の「応援者」です。
　現在串間市では、700 人（平成27年7
月22日現在）の認知症サポーターが誕

生しています。認知症サポーターには「認
知症の人を応援します」という意思を示
す目印「オレンジリング」が渡されます。
　あなたも認知症サポーター養成講座を
受けてみませんか。

□ 同じことを何回も話したり、たずねたりする。

□ 出来事の前後関係がわからなくなった。

□ 服装など身の回りに無頓着になった。

□ 水道栓やドアを閉め忘れたり、
後片付けがきちんとできなくなった。

□ 同時に二つの作業を行うと、一つ忘れる。

□ 薬を管理してきちんと内服することが
できなくなった。

□ 以前はてきぱきできた家事や作業に
手間取るようになった。

□ 計画を立てられなくなった。

□ 複雑な話を理解できない。

□ 興味が薄れ、意欲がなくなり、
趣味活動などを止めてしまった。

□ 前よりも怒りっぽくなったり、疑い深くなった。

□ チェックしてみよう！
　家族が客観的に見て、これらの項目で３項目以上当て
はまる場合は認知症の疑いがあります。

※�このチェックリストの結果はあくまでおおよその目安で医学的診断に代
わるものではありません。認知症の診断には医療機関での受診が必要です。

串間市地域包括支援センター
認知症地域支援推進員

橋
はし

本
もと

 由
ゆ

美
み
さん

「普段の生活管理が大事」
　認知症は、生活習慣病（高血圧・糖尿病・
高脂血症など）との関連があるとされてい
ます。認知症を予防するためには、定期的
な運動と、バランスのとれた食事、そして
人の中に入って交流することの３つが大切
です。特別なことではなく、普段の生活管
理が認知症の予防につながるのです。
　また、症状が軽いうちに認知症であるこ
とに気づき、適切な治療が受けられれば、
薬で認知症の進行を遅らせたり、症状を改
善することもできます。早期受診・早期治
療が大切です。

　認知症の方と上手に向き合うための心得
として「驚かせない」「急がせない」「自尊
心を傷つけない」という、三つの「ない」
があります。話をする際は心掛けるといい
ですね。
　認知症の方とのコミュニケーションは、
確かに難しいことも多いです。しかし、一
番つらいのは本人なのです。認知症とい
う病気を受け入れ、お互いを尊重しながら、
向き合っていくことが大切だと思います。
　包括支援センターでは、いつでも相談を
受け付けています。お気軽にご相談ください。

認知症サポーター養成講座

「いきいき楽しく」
　姉の介護などを経験し
ていたので、認知症サポ
ーターのことを知り、す
ぐに受講しました。

　とにかく人の世話が好き。サポーターと言っ
ても、特別なことではありません。買い物に連
れて行ったり、一緒にお茶を飲んだりして、楽
しく過ごしています。

「気持ちに寄り添って」
　病院に勤めていたとき
から、さまざまなお年寄
りの方を見てきました。
　養成講座を受講して、

今までの経験や知識に加えて、さらに深く学ぶ
ことができました。身近にいる人の変化に気付
くこと、そして、気持ちに寄り添うことが大切
ですね。

江
え

藤
とう

 奈
な

良
ら

子
こ
さん

（大束地区・奈留）
大
おお

山
やま

 正
しょう

子
こ
さん

（大束地区・古大内）

私も養成講座に参加しました
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36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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道路をきれいに

ごみのない街を 
目指して

串
間
市
で
の
思
い
出
を
胸
に

　
８
月
４
日
、
第
９
代
串
間
市
国
際
交
流
員
の
ア
レ
ッ
ク
ス

・
ウ
ェ
ッ
ト
ナ
イ
ト
さ
ん
の
送
別
式
、
第
10
代
の
ジ
ョ
ン
・

ケ
リ
ー
さ
ん
の
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
レ
ッ
ク
ス
さ

ん
は
、
英
会
話
教
室
な
ど
で
市

民
と
ふ
れ
あ
い
、
日
本
と
の
交

流
の
橋
渡
し
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
式
で
は
、
ア
レ
ッ

ク
ス
さ
ん
に
感
謝
状
や
花
束
な

ど
が
贈
ら
れ
、
後
任
の
ジ
ョ
ン

さ
ん
も
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。
ジ
ョ
ン
さ
ん
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
交
流
員
レ
ポ
ー
ト

（
16
ペ
ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

この３年間で、日本の文化にふ
れ、多くの友だちもでき、たく
さんの良い思い出ができました。
この経験は宝物です。将来、ま
た串間市に遊びに行くのでその
ときはよろしくお願いします。
串間の皆さん、たくさんの思い
出をありがとうございました。 

思い出は宝物

　
８
月
23
日
、
大
束
地
区
・
矢
床
の
畑
で
Ｊ
Ａ
串
間
市
大
束

青
年
部
主
催
に
よ
る
い
も
掘
り
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内

外
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
。
参
加
者
た
ち
は
、
開
始
の
合

図
と
と
も
に
畑
に
入
る
と
、
大

き
く
育
っ
た
甘
し
ょ
を
掘
り
お

こ
し
、
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

収
穫
し
た
甘
し
ょ
は
、
１
㎏
当

た
り
２
０
０
円
で
販
売
さ
れ
、

10
㎏
ピ
タ
リ
賞
は
無
料
に
な
る

な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
同

Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
い
も
料
理

の
振
る
舞
い
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
族
連
れ
い
も
掘
り
楽
し
む

おじいちゃんたちと宮崎市から 
来ました。暑かったけど、大き
いおいもが袋いっぱいに採れた
のでとても楽しかったです。家
に帰ったら採ったおいもをてん
ぷらと焼きいもにしてもらいま
す。楽しみです。2年連続の参
加なのでまた来年も来たいです。

おいもとれた

宮崎市在住

新
し ん

福
ぷ く

 梨
り

珠
ず

さん

　８月６日、河川・道路愛
護デーの実施に伴い、市内
の道路・河川護岸の清掃が
実施されました。清掃には
土木事務所をはじめとする
各団体の職員やボランティ
アの皆さんら約１５０人が
参加。参加者たちは暑い中、
たばこの吸い殻や空き缶な
どのごみを拾い集めました。

　
７
月
23
日
、
仲
町
通
り
で
夏
の
風
物
詩
「
あ
た
ご
祭
り
」

が
あ
り
ま
し
た
。
歩
行
者
天
国
に
な
っ
た
仲
町
通
り
に
は
、

か
き
氷
や
焼
き
鳥
な
ど
の
露
店
の
ほ
か
、
青
年
団
協
議
会
主

催
の
お
化
け
屋
敷
な
ど
も
並
び
、

浴
衣
姿
の
子
ど
も
や
家
族
連
れ

ら
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
旧
吉
松
家
住

宅
敷
地
内
に
祭
っ
て
あ
る
愛
宕

神
社
も
開
放
さ
れ
、
多
く
の
人

が
参
拝
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

恒
例
あ
た
ご
祭
り
に
ぎ
わ
う

楽しく踊れた
今年で４回目です。楽しみにし
ていました。今日は、クシマド
リームプロジェクトの一員とし
てステージで踊りました。ダン
スの後には、あたご神社に行っ
て「センターで踊れますよう
に」とお願いしてきました。願
いが叶うように練習頑張ります。

大束小学校 ３年

中
な か

武
た け

 虎
こ

珀
は く

くん

　
８
月
23
日
、
中
央
公
民
館
で
宮
崎
大
学
工
学
部
が
主
催
す

る
「
科
学
祭
り
in
串
間
２
０
１
５
」
が
、
昨
年
に
続
き
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
36
名
の
子
ど
も
が
参
加
し
、
実

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
大

学
工
学
部
ス
タ
ッ
フ
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
天
体

望
遠
鏡
作
り
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
で
き
る
温
度
計
作
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
科

学
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
お
も
し

ろ
さ
を
体
感
。
楽
し
そ
う
に
実

験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

実
験
で
科
学
の
面
白
さ
体
感

日南市から来ました。どの実験
も楽しかったけど、水の密度を
利用した温度計作りが一番面白
かったです。一滴ずつ水の量を
調整するのが難しかったです。
たくさん実験して科学を身近に
感じることができました。帰っ
たら作った望遠鏡で月を見ます。

科学が身近に

日南市在住

坂
さか

元
もと

 謙
けん

介
すけ

くん

古
ふ る

澤
さ わ

 光
み

希
き

斗
と

くん

第９代串間市国際交流員

アレックス・ウェットナイトさん

福島小学校 ３年

二
に

木
き

 英
え い

彰
しょう

くん

　
８
月
18
日
、
福
島
地
区
・
桂
原
親
水
公
園
で
串
間
市
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の
子
ど
も
会
会
員
21
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
市
淡
水
漁
業

協
同
組
合
協
力
の
も
と
、
河
川

プ
ー
ル
に
ニ
ジ
マ
ス
2
0
0
匹

を
放
流
。
子
ど
も
た
ち
は
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
を
楽
し
み
、
釣
り
上

げ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
釣
っ
た
魚
は
そ
の

場
で
さ
ば
き
、
串
を
打
っ
て
塩

焼
き
に
。
子
ど
も
た
ち
は
お
い

し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ジ
マ
ス
を
釣
り
上
げ
歓
声

いい思い出に
ニジマスを10匹釣って、つかみ
どりでも20匹捕まえました。川
釣りもつかみどりも初めてだっ
たけど、とても楽しかったです。
塩焼きしたニジマスもおいしか 
ったです。夏休みの良い思い出
になりました。来年も開催され
たらぜひまた参加したいです。

　
８
月
１
日
、
高
松
海
水
浴
場
で『
渚
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
福
島
高
校
胡
桃
太
鼓
部
の

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
海
に
沈
む
夕
日
と
と
も
に
ア
カ
ペ
ラ
グ

ル
ー
プ
「
Pパ
ス

テ

ル

a
s
t
e
l 

Cク

ロlo

cッ
クk
」
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
披
露
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
情

熱
的
な
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
や
優
雅

な
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
最
後
に
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
会
場
で
は
軽
食
や
飲

み
物
の
販
売
も
あ
り
、
浜
の
上

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

浜
辺
で
音
楽
や
踊
り
を
堪
能 

子どもの保育園のお友だち家族
と一緒に来ました。海水浴場で
は子どもたちが大はしゃぎ。楽
しんでくれてうれしいです。音
楽や踊りを堪能しながらのバー
ベキューもおいしくて最高の気
分。来年はビールが飲みたいで
す（笑）。また皆で来たいですね。

最高の気分！

大束地区・大重野

赤
あ か

池
い け

 香
か

織
お り

さん

●●●●●●●●●●●●

●●●●
●●

●●●●●●●●●●●●
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●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
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思い出の
広報くしま

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

　平成２年９月５日、第２
回全国農業青年交換大会に
ご出席の皇太子さまが、ご
来串されました。都井岬の
岬馬やソテツをご覧になり、
翌日は大束で甘しょの収穫
をご視察。沿道には皇太子
さまを歓迎する多くの市民
が集まりました。～平成２
年９月号広報くしまより～



　  子育て支援情報

くしまの食育事情
食育とは、自らの食について考える習慣や食に関するさまざまな知識と食を
選択する判断力を楽しく身に付けるための学習などの取り組みです。

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

市民活動について
意識調査を実施しました

くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

　
市
民
の
思
っ
て
い
る
こ
と
、

感
じ
て
い
る
こ
と
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
。
そ
れ
を
こ
れ
か
ら

の
市
民
活
動
や
地
域
づ
く
り

に
生
か
そ
う
と
、
市
民
を
対

象
に
、
市
民
活
動
や
協
働
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

市
民
活
動
へ
の 

関
心
に
つ
い
て

　
地
域
活
動
（
自
治
会
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
市
民

活
動
を
含
む
）
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
方

は
69
・
8
％
で
あ
り
、
活
動

に
対
す
る
市
民
の
意
識
は
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
解
決
す
べ

き
課
題
に
つ
い
て
は
「
ま
ち

づ
く
り
（
地
域
お
こ
し
、
祭

り
、
緑
化
、
地
域
情
報
誌
の

発
行
）
」
と
い
う
回
答
が
多

く
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
多
く
上
が
っ
た

課
題
と
し
て
は
、

・
医
療
、
福
祉

・
環
境
保
全

・
防
災
や
地
域
の
安
全

　
ど
の
項
目
も
と
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
パ
ナ
ッ
プ

と
し
て
も
今
後
も
重
点
的
に

取
り
組
み
が
必
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
民
協
働
に
つ
い
て

　
市
民
協
働
に
つ
い
て
、
半

数
の
方
は
「
重
要
で
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

協
働
に
対
す
る
認
知
度
に
つ

い
て
は
「
言
葉
は
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
が
内
容
が
分
か
ら

な
い
」
や
「
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
回
答
が
多
い
と
い
う

結
果
で
し
た
。
協
働
の
手
法

を
取
り
入
れ
て
、
地
域
づ
く

り
な
ど
を
進
め
て
い
く
た
め

に
も
、
協
働
の
理
解
を
さ
ら

に
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
今
一
度
私
た
ち
も
「
協

働
」
に
つ
い
て
考
え
、
啓
発

活
動
や
新
た
な
協
働
事
業
の

創
出
を
行
い
「
協
働
と
交
流

の
ま
ち
」
へ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
方

創
生
特
命
部
長
の
矢
後
で
す
。

猛
暑
収
ま
る
も
残
暑
が
厳
し
い
９

月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、

今
年
の
夏
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
。
海
に
遊
び
に
行
っ

た
り
、
お
祭
り
に
参
加
し
た
り
、

ち
ょ
っ
と
遠
出
を
さ
れ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
す
て
き
な
思
い
出
を
た
く

さ
ん
作
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
は
串
間
の
夏
を
初
め
て
経
験
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
夏
の

イ
ベ
ン
ト
を
少
し
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
、
高
松
海
水
浴
場
で

開
か
れ
た
「
渚
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
福
島

高
胡
桃
太
鼓
部
の
迫
力
あ
る
演

奏
で
始
ま
る
こ
の
お
祭
り
は
今
年

で
３
回
目
。
舞
台
で
行
わ
れ
る
ダ

ン
ス
や
演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
格
別
で
し
た
！

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
（
？
）

の
は
少
し
残
念
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
活
気
が
あ
る
市
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
串
間
の
三
大
祭
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
出
の
多
さ
に
驚
か
さ

れ
た
の
が
、
７
月
23
日
に
旧
吉
松

家
住
宅
と
仲
町
商
店
街
で
あ
っ
た

「
あ
た
ご
祭
り
」
で
す
。

　
仲
町
商
店
街
に
多
く
の
露
店
が

並
び
、
青
年
団
協
議
会
に
よ
る
お

化
け
屋
敷
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
あ
り
、
浴
衣
姿
の
子
ど
も

や
家
族
連
れ
で
す
ご
い
に
ぎ
わ
い

で
し
た
。
愛
宕
神
社
の
火
伏
せ
の

神
様
を
祭
る
神
事
は
大
雨
に
な
ろ

う
が
毎
年
同
じ
日
に
執
り
行
わ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
の
「
福

島
港
花
火
大
会
」
は
あ
い
に
く
の

大
雨
で
延
期
な
し
の
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
で
、
本
当
に
残
念
で
し
た
。

　
来
年
の
花
火
大
会
は
ぜ
ひ
見
に

行
き
た
い
で
す
！

福島港の花火大会、延期なし
の中止 ･･･ とても残念でした

地方創生特命部長

矢
や

後
ご

雅
まさ

司
し
の

部長日記

　
串
間
市
に
は
公
立
、
法
人
、
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
含
め
て
全
13
園
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所（
園
）、
こ
ど
も
園
に

訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
串
間
の
子
ど
も
た
ち

は
ど
の
園
の
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
が
き
ら
き

ら
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
食
べ
物
へ
の

興
味
、
関
心
も
非
常
に
強
く
、
訪
問
す
る
た

び
に
元
気
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
は
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方
と
一
緒

に
訪
問
し
ま
す
。
食
べ
物
ク
イ
ズ
（
食
べ
物

の
断
面
図
を
み
て
何
の
野
菜
か
当
て
る
、
箱

の
中
身
は
な
ん
だ
ろ
う
な
ど
）
と
食
育
紙
芝

居
で
、
楽
し
く
食
に
関
す
る
学
習
を
し
て
い

ま
す
。

　

と
き
に
は
パ
ン
ダ
く
ん
と
一
緒
に
、「
元

気
に
な
る
朝
ご
は
ん
」
を
考
え
て
み
た
り
と
、

保
育
所（
園
）の
規
模
や
年
齢
に
合
わ
せ
て
内

容
を
い
ろ
い
ろ
変
え
て
い
ま
す
。

　
串
間
市
で
は
串
間
市
食
育
推
進
プ
ラ
ン
を

平
成
22
年
５
月
に
策
定
し
、
乳
幼
児
期
の
重

点
目
標
と
し
て
次
の
６
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

❶
朝
食
欠
食
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

❷�

孤
食
を
な
く
し
て
家
族
で
楽
し
い�

食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う

❸�

規
則
正
し
い
食
事（
生
活
）習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

❹�

食
事
の
マ
ナ
ー
を�

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

❺�

料
理
に
携
わ
る
機
会
を�

持
ち
ま
し
ょ
う

❻
地
域
の
食
材
を
知
り
ま
し
ょ
う

　

乳
幼
児
期
は
体
も
心
も
成
長
が
著
し
く
、

食
べ
物
や
生
活
習
慣
の
基
礎
を
作
る
重
要
な

時
期
で
す
。

　
串
間
の
子
ど
も
た
ち
は
身
の
回
り
に
た
く

さ
ん
の
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

身
近
に
食
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の

も
と
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
の
び
の
び
健
や
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
保
育
所（
園
）と
家
庭
と
連
携
し
て
、

は
ぐ
く
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
こ
ど
も
政
策
係

　
☎
72

－
０
３
３
３
（
内
線
５
０
６
）

参拝者でにぎわう愛宕神社

皆さま、こんにちは。
串間市役所で管理栄養士を
しています春園といいます。

　串間市総合保健福祉センターの
こども政策係で保育所（園）給食に
関すること、母子保健に関する

栄養教育などの仕事をしています。
　保育所（園）を食育で訪問させて

いただいていますが、今回は
その様子を紹介します。
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福祉事務所こども政策係

春
はる

園
ぞの

 友
とも

美
み



子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

障
が
い
者
へ
の
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
タ
ク
シ
ー
等 

利
用
料
金
助
成

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

方
の
日
常
生
活
の
利
便
を
図
る
た

め
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●�

内
容
＝
利
用
券
１
枚
に
つ
き
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
小
型
車
初
乗

り
料
金
分
を
助
成
し
ま
す
。
た

だ
し
利
用
券
の
使
用
は
１
回
乗

車
に
つ
き
１
枚
で
す
。

●�

交
付
方
法
＝
１
人
に
つ
き
年
度

あ
た
り
24
枚
を
交
付

※�

上
半
期
（
４
月
～
９
月
分
）
を

期
間
内
に
12
枚
、
下
半
期
（
10

月
～
翌
年
３
月
分
）
を
期
間
内

に
12
枚
交
付

障
害
者
住
宅
改
造
助
成

　

在
宅
の
障
が
い
者
（
児
）
（
手

帳
の
等
級
制
限
あ
り
）
の
い
る
世

帯
に
対
し
、
そ
の
住
宅
を
居
住
に

適
す
る
よ
う
改
造
す
る
た
め
に
要

す
る
費
用
を
助
成
し
、
自
立
し
た

生
活
の
維
持
・
促
進
お
よ
び
介
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
築
や
家
屋
の
基
本

的
構
造
を
変
え
る
よ
う
な
大
規
模

な
内
容
の
場
合
は
助
成
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
老
朽
化

に
伴
う
修
理
や
修
繕
が
目
的
の
事

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

内
容
＝
居
住
家
屋
で
既
存
の
浴

室
、
便
所
、
玄
関
、
台
所
、
廊

下
な
ど
に
つ
い
て
、
対
象
者
の

負
担
軽
減
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
部
分
。

※�

上
限
は
40
万
円
（
介
護
保
険
法

に
よ
る
住
宅
改
修
対
象
者
に
つ

い
て
は
上
限
20
万
円
）
で
す
が
、

生
計
中
心
者
の
所
得
状
況
に
よ

り
全
額
助
成
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
介
護
手
当

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
65
歳
未

満
の
重
度
心
身
障
が
い
者
と
同
居

す
る
家
族
で
、
こ
の
方
を
介
護
す

る
方
を
対
象
に
月
額
５
，
０
０
０

円
（
半
年
に
１
回
支
給
）
の
介
護

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

未
就
学
児
こ
と
ば
の
教
室

　

こ
と
ば
の
発
達
の
た
め
の
訓
練

指
導
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
原
則
的
に
市
内
に
居
住
す

る
未
就
学
児
で
、
こ
と
ば
の
発
達

に
遅
れ
が
あ
る
、
正
し
い
発
音
が
で

き
な
い
な
ど
、
こ
と
ば
に
関
す
る
こ

と
で
心
配
ご
と
の
あ
る
児
童
で
す
。

●�

日
程
＝
原
則
毎
週
水
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

指
導
時
間
＝
１
回
40
分
（
開
始

時
刻
は
調
整
に
よ
り
決
定
）

※�

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
申

込
手
続
き
が
必
要
で
す
。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児 

補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事
業

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

に
対
し
、
言
語
お
よ
び
健
全
な
発
達

を
支
援
す
る
た
め
補
聴
器
の
購
入

費
用
等
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
、
知
的
、
精
神
の
い
ず
れ

か
に
中
等
度
以
上
の
障
が
い
が
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
障
が
い
の
程
度
は

原
則
と
し
て
医
師
の
診
断
書
に
よ

り
判
定
さ
れ
ま
す
が
、
障
害
者
手

帳
の
障
が
い
部
位
・
程
度
に
よ
り

診
断
書
の
提
出
が
省
略
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●�

支
給
要
件
＝
対
象
者
児
童
が
一

定
の
障
が
い
状
態
に
あ
る
こ
と
。

対
象
児
童
が
20
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
。
児
童
が
施
設
等
に
入
所

し
て
い
な
い
こ
と
。
手
当
を
受

け
よ
う
と
す
る
父
母
、
養
育
者

の
前
年
所
得
が
基
準
額
以
内
で

あ
る
こ
と
な
ど
。

●�

手
当
額
＝
１
級
（
重
度
）
月
額

５
１
，
１
０
０
円
、
２
級
（
中

等
度
）
月
額
３
４
，
０
３
０
円

特
別
障
害
者
手
当

　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
で
20
歳
以
上

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
額
＝
２
６
，
６
２
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
で
、
20
歳
未

満
の
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●�

手
当
額
＝
１
４
，
４
８
０
円

宮
崎
県
思
い
や
り
駐
車
場
制
度

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、

妊
産
婦
な
ど
歩
行
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
方
に
対
し
て
「
お
も
い
や

り
駐
車
場
利
用
証
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
こ
の
利
用
証
を
利
用
し
、

提
携
し
た
商
業
施
設
、
病
院
、
銀

行
、
官
公
庁
な
ど
公
共
的
施
設
で

優
先
し
て
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
対
象
者
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■��

障
が
い
者
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種
制
度
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す毎年９月は

「障害者雇用支援月間」
　当事者や事業者、地域住民への周知理解
を図り、障がい者の方々の自立促進や社会参
加などを目的としています。
　当市におきましても、ハローワークや障害
者就業・生活支援センター、相談支援事業、福
祉作業所などと連携しながら、雇用促進を行
っています。お気軽にお問合せください。

福
祉
事
務
所
自
立
支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
２
、５
０
３
、５
０
４
）

各
種
制
度
で
条
件
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

講座名 日　程 時　間 講　師 定員 回数 場所 参加料

１ お茶を慈しみ 
日々を楽しむ

10月～12月 
第1・3水曜日 19：00～20：30 津

つ

曲
まがり

 幸
ゆ き

枝
え

10 6 中央公民館
お茶・お菓子代

3,000 円
（６回分）

表千家のお点前です。
家庭で簡単に飲むためにも作法があります。初心者のための椅子に座っての講座です。
申込時に 3,000 円必要です。

２ 囲碁講座

10月～3月
第2土曜日 10：00～12：00 東

と う

郷
ご う

 久
ひ さ

盛
も り

20 6 市木公民館 無料

小・中学生～高齢者まで楽しめます。
初めての方対象です。
囲碁は先を読むことの大切なゲームです。頭の回転が今以上によくなります。楽し
く学びましょう。

３
ワイン入門

Ⅰ～Ⅱ
（基礎知識～

テイスティング）

11月 6日（金）
11月13日（金） 19：00～21：00 武

た け

田
だ

 育
い く

也
や

15 2 旧吉松家住宅 3,000 円
（２回分）

ワインの基礎知識からテイスティングまで指導します。
ワイン代 2 回分 3,000 円を添えて申込んでください。また、車での参加はご遠慮く
ださい。

４
知らなかった！ 
初めて聞いた！ 

串間史

10月26日（月） 13：30～16：00 宮
み や

田
た

 浩
こ う

二
じ

20 1 旧吉松家住宅
よりバスツアー 無料

串間に住んでいるのに、串間の歴史なんにも知らなくてビックリ！初めての話を楽
しみましょう。

　公民館では、10月から後期講座を開催します。
あなたの生活を楽しく豊かにできるきっかけづくりになればと考えていますので、ぜひご参加ください。

平成27年度 公民館講座受講生募集

●申込締切＝９月25日（金）先着順
●申込方法＝中央公民館で直接申込。ただし、参加費無料の講座申込は電話でも可。
※参加費が伴う講座は、必ず中央公民館で参加費を添えて直接申し込んでください。
※参加費は欠席されてもお返しできません。ご注意ください。
●申込・問い合わせ先＝串間市中央公民館（〒888‐0001　串間市大字西方９０５０番地　☎７２－１８４６）
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

新
し
い
中
学
校
づ
く
り

推
進
だ
よ
り

新
制
服
選
定

委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
27
年
10
月
５
日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

ス
タ
ー
ト

第4号新制服選定委員会の様子

自
己
紹
介

　

今
年
４
月
よ
り
串
間
市
民
病
院
の
泌
尿
器
科

で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
永
田
豊
春
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
泌
尿
器
科
で
は
「
夜
何
回
も
お
し
っ

こ
に
起
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
来
ら
れ
る
方
が

多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
症
状
を
夜
間

頻
尿
と
い
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
夜
間
頻
尿

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜
間
頻
尿
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

普
通
は
夜
寝
て
か
ら
朝
ま
で
起
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
回
で
も
ト
イ
レ
に
起
き
る

場
合
は
夜
間
頻
尿
と
な
り
ま
す
。
お
し
っ
こ
に

関
係
す
る
症
状
で
一
番
多
い
の
が
こ
れ
で
、
年

を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
夜
間
頻

尿
は
睡
眠
障
害
や
転
倒
、
骨
折
の
危
険
性
が
増

す
な
ど
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

夜
間
頻
尿
っ
て
ど
う
し
て
な
る
の
？

　

夜
間
頻
尿
の
原
因
は
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

１
つ
目
は
夜
間
多
尿
、
２
つ
目
は
膀
胱
容
量
の

減
少
、
３
つ
目
は
睡
眠
障
害
で
す
。
夜
間
多
尿

と
い
う
の
は
、
夜
に
作
ら
れ
る
尿
の
量
が
多
く

な
る
た
め
に
、
ト
イ
レ
に
何
度
も
起
き
る
も
の

で
、
夜
に
出
し
た
尿
の
量
と
朝
起
き
て
１
回
目

の
尿
の
量
を
合
わ
せ
た
量
が
、
１
日
全
体
の
尿

量
の
３
分
の
１
以
上
に
な
る
場
合
を
夜
間
多
尿

と
決
め
て
い
ま
す
。

　

夜
間
多
尿
の
原
因
と
し
て
は
、
高
血
圧
、
う

っ
血
性
心
不
全
（
心
臓
の
働
き
が
弱
っ
た
状

態
）、
腎
機
能
障
害
な
ど
の
全
身
性
疾
患
、
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
睡
眠
時
に
呼
吸
が
一
時

的
に
止
ま
る
病
気
で
、
い
び
き
を
か
く
人
に
よ

く
み
ら
れ
ま
す
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

膀
胱
容
量
の
減
少
は
、
尿
を
た
め
る
臓
器
で

あ
る
膀
胱
に
少
量
の
尿
し
か
た
め
ら
れ
な
く
な

る
も
の
で
、
過
活
動
膀
胱
や
前
立
腺
炎
、
膀
胱

炎
な
ど
の
病
気
で
膀
胱
が
過
敏
に
な
る
た
め
に

起
こ
り
ま
す
。
過
活
動
膀
胱
と
い
う
の
は
、
膀

胱
に
尿
が
少
量
し
か
た
ま
っ
て
い
な
い
の
に
お

し
っ
こ
に
行
き
た
い
感
じ
が
し
て
膀
胱
が
勝
手

に
収
縮
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
脳
や
脊せ

き

髄ず
い

の

病
気
や
前
立
腺
肥
大
症
な
ど
が
原
因
で
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
膀
胱
の
老
化
現
象
と

し
て
起
こ
っ
た
り
、
原
因
が
不
明
の
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

睡
眠
障
害
は
、
眠
り
が
浅
く
て
す
ぐ
目
が
覚

め
て
し
ま
う
た
め
に
、
目
が
覚
め
る
ご
と
に
気

に
な
っ
て
ト
イ
レ
に
行
く
も
の
で
す
。
ト
イ
レ

に
行
き
た
い
か
ら
目
が
覚
め
る
の
か
、
目
が
覚

め
る
か
ら
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る
の
か
自
分

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

以
上
の
よ
う
に
、
夜
間
頻
尿
の
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
の
で
、
適
切
な
対
処
を
す
る
た
め
に

は
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

自
分
で
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
に
、
排
尿
日
誌
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
朝
起
き
て
か

ら
翌
日
の
朝
ま
で
、
排
尿
し
た
時
刻
と
メ
モ
リ

付
コ
ッ
プ
な
ど
で
測
定
し
た
排
尿
量
を
日
記
の

よ
う
に
記
録
す
る
も
の
で
す
。
1
回
の
排
尿
量

（
膀
胱
に
溜
め
る
こ
と
が
で
き
る
膀
胱
容
量
）

と
排
尿
回
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
お
お
よ
そ

の
原
因
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

泌
尿
器
科
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で

排
尿
日
誌
を
つ
け
て
持
っ
て
き
て
も
ら
う
と
診

断
や
治
療
に
非
常
に
役
立
ち
ま
す
。

治
療
法
は
？

　

高
血
圧
、
心
臓
病
、
腎
機
能
障
害
、
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
な
ど
に
よ
る
夜
間
多
尿
の
場
合

は
、
基
礎
疾
患
の
治
療
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

水
分
を
摂
る
と
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
り
、
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
が
予
防
で
き
る
と
信
じ
て
、

寝
る
前
や
夜
間
に
た
く
さ
ん
の
水
分
を
摂
る
方

が
い
ま
す
が
、
科
学
的
根
拠
は
な
く
、
水
分
の

摂
り
す
ぎ
で
頻
尿
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
水
分

を
控
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

過
活
動
膀
胱
で
は
、
膀
胱
の
勝
手
な
収
縮
を

抑
え
る
薬
剤
（
抗
コ
リ
ン
剤
）
を
服
用
し
ま
す
。

睡
眠
障
害
に
よ
る
夜
間
頻
尿
に
は
、
睡
眠
薬
の

内
服
も
有
効
で
す
が
、
よ
く
眠
れ
る
よ
う
な
環

境
の
整
備
や
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
も
重
要
で
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

水
分
の
摂
り
す
ぎ
に
よ
る
夜
間
多
尿
の
場
合

に
は
、
水
分
を
控
え
る
だ
け
で
も
改
善
し
ま
す
。

ま
た
就
寝
前
の
入
浴
や
散
歩
や
体
操
な
ど
で
睡

眠
障
害
の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
に
は
排
尿
日

誌
を
持
っ
て
泌
尿
器
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
頻
尿

著：串間市民病院 泌尿器科
永田  豊春　Toyoharu Nagata

　

８
月
５
日
、
市
内
小
学
校
の
保
護
者
代

表
各
２
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
新
制
服
選
定

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
制
服
は
、
男
子
制
服
用
の
「
詰
襟
タ

イ
プ
」「
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ
プ
」、
女
子
制
服

用
の
「
セ
ー
ラ
ー
タ
イ
プ
」「
ブ
レ
ザ
ー

タ
イ
プ
」「
セ
ー
ラ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
タ
イ

プ
」
か
ら
ベ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
、

最
終
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
す
る
２
段
階
方
式

で
選
定
し
ま
す
。
今
回
開
か
れ
た
委
員
会

で
は
、
ベ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
す
る
た

め
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
に
は
、
学
生
服
メ
ー
カ
ー
３

社
が
参
加
し
、
タ
イ
プ
ご
と
の
特
徴
や
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
機
能
性
、
金
額

な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
は
、
プ
レ
ゼ
ン
後
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
総

務
部
と
新
制
服
選
定
委
員
会
の
合
同
部
会

で
決
定
し
ま
す
。

●
今
後
の
予
定

　

ベ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
決
定
後
、
各
メ
ー
カ

ー
が
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
、
10
月
に
各
小

学
校
や
公
民
館
で
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
参
考
に
選
定
作
業
を
行
い
、
デ
ザ
イ

ン
と
メ
ー
カ
ー
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

展
示
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
く

し
ま
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

串
間
市
教
育
委
員
会
学
校
政
策
課

　

☎
72

－
１
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）
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今
年
10
月
以
降
、
住
民
票
の
住

所
地
に
ご
自
身
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住

民
票
の
住
所
地
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
居
所
情
報
登

録
申
請
書
を
９
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
の
市

区
町
村
に
持
参
ま
た
は
郵
送
（
必

着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
が
認
め
ら
れ
た
方
は
、
登

録
さ
れ
た
居
所
に
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
請
が
必
要
な
方

・�

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

で
住
所
地
以
外
の
居
所
に
避
難

さ
れ
て
い
る
方

・�

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

児
童
虐
待
等
の
被
害
者
で
住
所

地
以
外
の
居
所
に
移
動
さ
れ
て

い
る
方

・�

一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医

療
機
関
や
施
設
に
入
院
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方

※�
申
請
書
は
、
市
役
所
、
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
入
手
ま

た
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け

ま
す
。

●�「
通
知
カ
ー
ド
」は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
申
請
に
よ

り
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
。
手
続
の
際
に
「
通
知

カ
ー
ド
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
【
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

☎
０
５
７
０

－

20

－

０
１
７
８

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
１
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◆◇◆ 今月の新刊 PICK UP ◆◇◆
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は
じ
め
ま
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ�

ー
で
す
。
前
任
の
ア
レ
ッ
ク
ス
さ
ん

の
代
わ
り
に
７
月
か
ら
国
際
交
流
員

と
し
て
串
間
市
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
の
交
流
員
レ
ポ
ー

ト
な
の
で
、
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。

私
は
ア
レ
ッ
ク
ス
さ
ん
と
同
じ
ア
メ

リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
出
身
で
す
。

串
間
よ
り
人
口
が
少
な
い
マ
ー
テ
ィ

ン
ス
ビ
ル
と
い
う
町
で
育
っ
た
の
で
、

串
間
に
住
む
の
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

み
た
い
で
快
適
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
誰

と
話
し
て
も
い
つ
も
こ
の
質
問
を
聞

か
れ
ま
す
。「
ど
う
し
て
日
本
に
来

ま
し
た
か
？
」
な
か
な
か
難
し
い
質

問
で
す
ね
。
初
め
て
日
本
語
を
勉
強

し
た
の
は
大
学
２
年
生
の
と
き
で
し

た
。
日
本
語
を
勉
強
す
る
き
っ
か
け

は
若
い
時
に
僕
の
父
が
夢
中
に
な
っ

て
戦
争
映
画
を
観
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
日
本
に
興
味
を
持
つ
よ
う

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

日　程

日　付 時　　　間 会場（会場の場所）

９月 ９日
（水）

9：00～ 9：20 揚原公民館（揚原）

9：35～ 9：50 串間市役所  大束支所（上新町）

10：10～10：30 上町公民館（上町）

10：40～10：55 串間市市民総合体育館下
駐車場（西小路）

11：10～11：30 今町公民館（東今町）

13：30～13：45 市木中央公民館（中福良）

14：35～14：50 都井基幹集落センター
駐車場（迫）

15：05～15：20 串間市役所  本城支所（上平）

９月１０日
（木）

9：00～ 9：15 有明児童公園（有明２区）

9：30～ 9：50 寺里  坂元石油店うら（寺里）

10：00～10：20 泉町市民駐車場（泉町）

10：35～10：50 農村環境改善センター（屋治）

に
な
り
、
日
本
文
学
を
読
み
た
く
な

り
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
英
語
で

書
い
て
あ
る
明
治
時
代
の
文
学
を
読

ん
で
日
本
語
の
勉
強
を
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
勉

強
し
て
み
る
と
全
然
飽
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
留
学
の
経
験
を
２
回

し
ま
し
た
。
１
回
目
は
北
海
道
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
ま
し
た
。
２
回
目
は
、
名
古
屋
に

あ
る
南
山
大
学
で
日
本
語
と
ビ
ジ
ネ

ス
を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
に
戻
り
、
卒
業
し

て
日
本
で
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
夢
み
た
い
で
す
！

　

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
た
い
の
で
ぜ
ひ
交
流
し
ま
し
ょ

う
！
宮
崎
に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
串
間
ま
で
架
け
橋
を

作
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
！

遊ぶ
Hang out

今度一緒に遊ぼう！
Let’s hang out sometime!

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

市役所にどんどん
慣れてきた私
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

砂の街路図（佐々木 譲）
スカラムーシュ・ムーン（海堂 尊）
武士道ジェネレーション（誉田 哲也）
為吉（宇江佐 真理）
悲素（帚木 蓬生）
血の弔旗（藤田 宜永）
富士山噴火（高嶋 哲夫）
王とサーカス（米沢 穂信）
アンフェアな国（秦 建日子）

啼かない鳥は空に溺れる（唯川 恵）
三匹の犬と眠る夜（落合 恵子）
プロフェッション（今野 敏）
水曜日の凱歌（乃南 アサ）
夏の裁断（島本 理生）
なきむし姫（重松 清）
仙台ぐらし（伊坂 幸太郎）
被爆者・続（会田 法行）
びっくりおおかみ（佐々木 マキ）

埋火第 87 号が発行されました。詩・
短歌・俳句・随筆・小説などの 17 作
品が掲載されています。今号も力作が
揃いましたので、ぜひ手に取ってご覧
ください。

９月は防災月間です。自然災害は地震、
台風、火山などさまざまなものがあり
ます。特に９月は台風上陸数も多く、
自然災害に対する注意が必要です。こ
の機会に日常の防災について考えてみ
てはどうでしょう。

「
防
災
特
集
」

「
東
京
零
年
」

　
赤
川 

次
郎
／
著

「
埋
火
　
第
87
号
」

今年のとしょかんま
つりは 11 月１

日です。図書館では
交換市場に出す

本・雑誌・まんが・
児童書など、ご

家庭で不要になった
古本を募集して

います。必要な方に
は図書館車での

回収も行いますので
、お気軽にご相

談ください。

不要になった古
本を募集します

昔殺されたはずの男・湯浅道男が生き
ていることを知った亜紀と健司は、事
件の真相を解明するために動き出す。
しかし、待ち受けていたのは抗いよう
のない公権力の壁だった…。

年
金

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
・

学
生
な
ど
）の
た
め
の
独
自
給
付

　

第
１
号
被
保
険
者
の
遺
族
給
付
で
あ
る

遺
族
基
礎
年
金
は
、
子
（
18
歳
未
満
の
子

ま
た
は
１
～
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
あ

る
20
歳
未
満
の
子
）
ま
た
は
子
の
あ
る
配

偶
者
し
か
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

次
の
二
つ
の
独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

◎
寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
被
保
険

者
も
含
む
）
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が
25
年
以
上
あ

る
夫
が
、
何
の
年
金
も
受
け
な
い
で
亡
く

な
っ
た
場
合
。
10
年
以
上
婚
姻
関
係
（
事

実
婚
も
含
む
）
の
あ
っ
た
妻
が
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
死
亡
一
時
金

　

３
年
（
36
月
）
以
上
第
１
号
被
保
険
者

（
任
意
加
入
被
保
険
者
を
含
む
）
の
保
険

料
を
納
付
（
一
部
納
付
済
も
含
む
）
し
た

人
が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金

の
い
ず
れ
も
受
け
な
い
で
死
亡
し
、
そ
の

遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺

族
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

受
け
と
る
人
の
順
位
は
①
配
偶
者
②
子

③
父
母
④
孫
⑤
祖
父
母
⑥
兄
弟
姉
妹

※�

死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
は
、
２
年

間
で
時
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

付
加
年
金
に
つ
い
て

　

将
来
の
生
活
設
計
に
あ
わ
せ
て
年
金
額

を
よ
り
高
い
も
の
に
し
た
い
方
の
た
め
に
、

定
額
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
付
加
保
険
料

を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
時
に
上
乗
せ
の
付
加
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
　
月
額
４
０
０
円

付
加
年
金
額
　
年
額
２
０
０
円
×
納
付
月
数

※�

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
ま
た
は
繰
下

げ
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
付
加
年
金

額
も
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減

額
ま
た
は
増
額
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

・
都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

狂
犬
病

予
防
注
射

平
成
27
年
度
第
２
回
目

畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
都
合
の
良
い
場
所
や
時
間

に
合
わ
せ
て
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
体
調
が
悪
か
っ
た
り
、
妊
娠
し
て

い
る
場
合
の
注
射
は
避
け
、
後
日
の
体
調

が
良
い
と
き
に
、
動
物
病
院
で
接
種
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

犬
の
登
録
申
請
を
し
な
い
、
ま
た
は
犬

に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
い
、
な
ど
の

場
合
は
20
万
円
以
下
の
罰
金
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
狂
犬
病
予
防
法
第
27
条
）。

●
料
金

○
登
録
す
る
と
き
＝
３
，
０
０
０
円

　

�（
１
頭
の
料
金
で
一
生
に
一
度
の
登
録
料
）

○
注
射
を
す
る
と
き
＝
３
，
０
０
０
円

　
（
１
頭
で
、
年
１
回
の
注
射
料
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

今月の
テーマ

話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
数
は
１
人
１
枚
ま
で
、
ハ

ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
答

●
応
募
締
切
＝
10
月
１
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

●
賞
金
お
よ
び
賞
品

・�

１
等
（
１
人
）
＝
１
万
円
分
の

商
品
券

・�

２
等
（
２
人
）
＝
５
千
円
分
の

商
品
券

・�

３
等
（
２
人
）
＝
２
千
円
分
の

商
品
券

●
ヒ
ン
ト
！！
「
人
口
の
推
移
」

・
平
成
17
年
＝
２ 

２
，
１
１
８
人

・
平
成
22
年
＝
２ 

０
，
４
５
３
人

・
平
成
23
年
＝
２ 

０
，
１
２
４
人

・
平
成
24
年
＝
１ 

９
，
８
４
１
人

・
平
成
25
年
＝
１ 

９
，
４
９
７
人

・
平
成
26
年
＝
１ 

９
，
２
３
２
人

※
い
ず
れ
も
10
月
１
日
現
在

●�

当
選
者
の
決
定
方
法
＝
平
成
28

年
２
月
末
日
ま
で
に
総
務
省
統

計
局
が
公
表
す
る
串
間
市
の
人

口
に
一
致
し
た
も
の
ま
た
は
最

も
近
い
も
の
か
ら
順
位
を
定
め
、

当
選
者
を
決
定
。
当
選
者
複
数

の
場
合
は
、
事
務
局
抽
選
に
よ

り
決
定
。

●�

当
選
発
表
＝
本
人
に
通
知
（
平

成
28
年
３
月
ご
ろ
）

●�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
国
勢
調
査
串
間
市
実
施
本
部

　

�

〒
８
８
８

－

８
５
５
５
（
住
所

不
要
）
☎
内
線
４
９
７

県
立
看
護
大
学
地
域
推
薦
入
試 

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
か
ら
宮
崎
県
立
看

護
大
学
（
以
下
「
看
護
大
学
」）

の
特
別
入
試
に
地
域
推
薦
入
試
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
推
薦
入
試
を
受
験
す

る
に
は
、
高
等
学
校
等
の
推
薦
を

受
け
た
の
ち
に
串
間
市
の
推
薦
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

受
験
希
望
の
方
は
、
看
護
大
学

が
指
定
す
る
志
願
票
な
ど
の
書
類

を
、
高
等
学
校
等
を
経
て
９
月
18

日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療
介
護
課

☎
72

－
０
３
３
３

　

平
成
27
年
度
第
２
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

●�

試
験
地
＝
宮
崎
市
、
都
城
市
、

延
岡
市
、
日
南
市
、
小
林
市
、

日
向
市

●�

試
験
の
種
類
＝
甲
種
・
乙
種（
第

１
類
か
ら
第
６
類
ま
で
全
類
）・

丙
種

●
試
験
日

・�

11
月
15
日
（
日
）
／
都
城
市
、

延
岡
市
、
日
南
市
、
小
林
市
、

日
向
市

・
11
月
22
日
（
日
）
／
宮
崎
市

●
受
験
願
書
申
請
期
間

◎�

持
参
・
郵
送

　

�

９
月
10
日
（
木
）
～
９
月
25
日

（
金
）
【
消
印
有
効
】

◎�

電
子
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

�

９
月
７
日
（
月
）
～
９
月
22
日

（
火
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
係
☎
72

－

４
１
５
１
、（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
宮
崎�

県
支
部
☎
０
９
８
５

－

22

－

０�

２
３
９

Kushim
en’s

キ
ッ
チ
ン 

男
性
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

串
間
の
メ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
、
魚

釣
り
は
お
好
き
で
す
か
。「
捕
っ

た
ど
～
！
」
と
持
ち
帰
っ
た
お
魚

を
自
分
で
料
理
で
き
た
ら
カ
ッ
コ

イ
イ
で
す
よ
ね
。
と
い
う
わ
け
で

今
回
は
魚
を
さ
ば
い
て
料
理
し
ま

す
！
料
理
は
初
め
て
と
い
う
方
で

も
大
歓
迎
で
す
。

●�

日
時
＝
10
月
２
日
（
金
）
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時
（
予
定
）

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階

●
参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
締
切
＝
９
月
25
日
（
金
）

定
員
（
15
名
）
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医

療
介
護
課
健
康
増
進
係
☎
72

－

０
３
３
３

初
心
者
向
け 

リ
フ
ォ
ー
ム
実
習
科 

後
期
受
講
生
募
集

　

初
心
者
向
け
に
、
工
具
の
使
い

方
、
床
・
壁
・
外
部
壁
・
テ
ラ
ス

な
ど
の
張
替
え
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

を
実
習
し
て
学
び
ま
す
。

●�

受
講
期
間
＝
10
月
３
日
（
土
）

か
ら
開
講
。
週
１
回
（
毎
週
土

曜
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

最
低
２
カ
月
の
受
講
が
必
要
。

そ
の
後
は
自
由
に
継
続
可

●
場
所
＝
日
南
高
等
職
業
訓
練
校

●�

費
用
＝
４
，
０
０
０
円
／
月

　
（
自
由
工
作
の
材
料
費
別
）

●
申
込
締
切
＝
９
月
30
日
（
水
）

●�

募
集
人
員
＝
定
員
10
名
（
５
名

以
上
で
開
講
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

●�

そ
の
他
＝
ベ
テ
ラ
ン
の
大
工
が

講
師
と
な
り
、
家
財
道
具
を
製

作
し
た
り
、
女
性
も
楽
し
く
学

ん
で
い
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南�

高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

－

２ 

６�

３ 

３

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
10
月
４
日
（
日
）

※
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
９
月
28
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
９
月
18
日
（
金
）

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

串
間
風
力
発
電
所
（
仮
称
） 

設
置
計
画
環
境
影
響
評
価
書
の 

縦
覧
に
つ
い
て

　

串
間
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
㈱
で
は
、

串
間
風
力
発
電
所
（
仮
称
）
設
置

計
画
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書
を

縦
覧
に
供
し
て
い
ま
す
。

【
評
価
書
の
縦
覧
】

●�

期
間
＝
９
月
１
日
（
火
）
～
９

月
30
日
（
水
）
ま
で

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

●�

場
所
＝
串
間
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
㈱

本
社
、
串
間
市
役
所
、
本
城
支

所
※�

串
間
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
㈱
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
ウ
イ
ン

ド
ヒ
ル
㈱
調
査
部
☎
０
９
２

－

９
８
５

－

２
０
１
０

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が 

は
じ
ま
り
ま
す

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月
21
日
（
月
）
か
ら
９
月
30
日

（
水
）
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
か
け
が

え
の
な
い
命
を
社
会
全
体
で
交
通

事
故
か
ら
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
学
中
の

児
童
が
死
傷
す
る
交
通
事
故
が
発

生
す
る
な
ど
子
ど
も
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
死

者
数
が
交
通
事
故
死
者
数
全
体
の

半
数
以
上
を
占
め
、
そ
の
減
少
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
情
勢
に
的
確

に
対
処
す
る
た
め
「
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動

の
基
本
と
し
て
、
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と
共
に
、

通
勤
時
間
な
ど
に
余
裕
を
持
た
せ

て
行
動
し
、
思
い
や
り
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
危
機
管
理
課

危
機
管
理
係
☎
内
線
３
４
６

　

６
月
よ
り
募
集
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
申
込
み
が
残
り
30
人
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
３
０
０
円
加
算
し

て
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
込

み
さ
れ
て
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
者
＝
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
く
、
３
カ
月
以
上
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、

受
診
日
ま
で
継
続
し
て
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
資
格
を
有
す

る
方
（
昨
年
受
診
し
た
方
を
除

く
）。

●
検
査
費
用

【
選
択
】
胃
カ
メ
ラ

▽�

女
性
＝
３ 

２
，
４
９
０
円
（
う

ち
２ 

２
，
４
９
０
円
補
助
）
自

己
負
担
金
額
１
０
，
０
０
０
円

▽�

男
性
＝
３ 

５
，
５
４
０
円
（
う

ち
２ 

４
，
５
４
０
円
補
助
）
自

己
負
担
金
額
１ 

１
，
０
０
０
円

【
選
択
】
胃
Ｘ
線
透
視
検
査
（
バ

リ
ウ
ム
）

▽�

女
性
＝
２ 
９
，
９
９
０
円
（
う

ち
２ 

０
，
９
９
０
円
補
助
）
自

己
負
担
金
額
９
，
０
０
０
円

▽�

男
性
＝
３ 

３
，
０
４
０
円
（
う

ち
２ 

３
，
０
４
０
円
補
助
）
自

己
負
担
金
額
１
０
，
０
０
０
円

●
実
施
医
療
機
関

▽�

市
内
＝
串
間
市
民
病
院
（
バ
リ

ウ
ム
の
み
）、
中
島
医
院
、
本

城
診
療
所
、
英
医
院
（
胃
カ
メ

ラ
の
み
）

▽�

市
外
＝
小
玉
共
立
外
科
河
野
医

院
（
胃
カ
メ
ラ
の
み
）、
百
瀬

病
院
、井
手
胃
腸
科
肛
門
科（
胃

カ
メ
ラ
の
み
）、
愛
泉
会
日
南

病
院
、
北
村
胃
腸
科
眼
科
（
胃

カ
メ
ラ
の
み
）
東
病
院
、
猿
渡

医
院
（
胃
カ
メ
ラ
の
み
）、
長

友
医
院
、
お
び
中
央
病
院
、
島

田
内
科
胃
腸
科

※�

検
査
項
目
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医

療
介
護
課
医
療
保
険
係
☎
72

－

０
３
３
３

い
た
ち
み
ろ
か
い 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　

体
力
づ
く
り
と
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

午
前
８
時
半
～
正
午
（
受
付
は

午
前
８
時
～
）

●
場
所
＝
串
間
市
民
総
合
体
育
館

●�

実
施
種
目
＝
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
、
卓
球
バ
レ
ー
、
シ
ャ
フ

ル
ボ
ー
ド
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ペ
タ
ン
ク
、
簡
易
体
力

測
定
な
ど

●
参
加
者
＝
ど
な
た
で
も
参
加
可

●�

参
加
費
＝
一
人
２
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

※�

11
月
３
日
開
催
の
市
民
健
康

ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
は
、
合
わ
せ

て
一
人
３
０
０
円

●
申
込
締
切
＝
10
月
２
日
（
金
）

●�

持
参
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

市
教
育
委
員
会
内
生
涯
学
習
課

☎
内
線
３
７
９
、３
８
０

　

10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
結

果
は
、
福
祉
、
雇
用
、
防
災
、
環

境
な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し

た
問
題
を
考
え
る
行
政
上
の
大
切

な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
世
帯
ご
と
に
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
調
査
票
に
は
日
本
の
大

切
な
未
来
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

予
想
人
口
当
て
ク
イ
ズ

　

国
勢
調
査
の
串
間
市
の
予
想
人

口
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

●�

応
募
資
格
＝
串
間
市
に
居
住
し

て
い
る
人

●�

応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
予
想

人
口
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電

無
料
相
談

募
　
集

野焼きは法律で禁止されています

残
り
30
人 

国
保
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

平
成
27
年
度
第
２
回 

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
案
内

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
実
施
と 

予
想
人
口
当
て
ク
イ
ズ
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

壊
さ
れ
た
ス
ズ
メ
の
巣

●
中
村
す
み
子
さ
ん

　

大
束
支
所
に
新
し
い
支
所
長
さ

ん
が
赴
任
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ツ

バ
メ
が
飛
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
も
な
く
ツ
バ
メ
の
巣

作
り
が
始
ま
り
、
１
カ
所
は
正
面

玄
関
左
側
に
、
も
う
１
カ
所
は
裏

の
方
と
２
カ
所
に
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

私
は
大
束
支
所
で
10
年
間
お
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
ツ
バ
メ
が

飛
ん
で
き
て
巣
作
り
を
す
る
の
は

初
め
て
の
出
来
事
な
の
で
、
大
喜

び
し
て
、
職
員
一
同
楽
し
み
に
し

な
が
ら
温
か
く
見
守
っ
て
き
ま
し

た
。
巣
を
つ
く
り
、
卵
を
産
み
、

雛
が
か
え
り
、
大
き
く
な
っ
て
巣

立
っ
て
行
く
日
を
楽
し
み
に
毎
日

の
よ
う
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
裏
の
方
は
少
し
前

に
壊
さ
れ
、
雛
も
死
ん
で
い
て
、

今
度
は
正
面
玄
関
横
の
ツ
バ
メ
が

６
月
29
日
（
月
）、
ま
た
し
て
も

何
者
か
に
巣
が
壊
さ
れ
、
小
さ
な

雛
も
３
羽
落
ち
て
死
ん
で
い
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
、
土
曜
か
日
曜
日

の
出
来
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

巣
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の

で
、
長
い
棒
で
つ
つ
か
な
い
と
壊

れ
ま
せ
ん
。
一
体
誰
が
こ
ん
な
こ

と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
職
員
は
悲
し
さ
と
怒
り
に
打
ち

ひ
し
が
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
文
を
読
ん
で
、
心
当
た
り

の
あ
る
人
は
、
も
う
二
度
と
や
っ

て
ほ
し
く
は
な
い
し
、
い
の
ち
の

大
切
さ
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
ツ
バ
メ
の
巣
は
重
さ
に
耐
え
ら

れ
ず
壊
れ
た
り
、
カ
ラ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
壊
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。
も
し
人
の
仕
業

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
悲
し
い
こ
と

で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
ま
た
来

年
飛
ん
で
き
て
巣
作
り
を
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
こ
そ

は
無
事
巣
立
っ
て
く
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。

「
世
界
の
果
て
の
通
学
路
」の

上
映
会
を
終
え
て

●
串
間
市
婦
人
団
体
連
絡
会

　
会
長
　
児
玉
良
子
さ
ん

　

道
な
き
道
を
何
時
間
も
か
け
て

通
学
し
、
過
酷
な
教
育
環
境
の
中

で
も
必
死
に
未
来
を
切
り
開
こ
う

と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
追
っ
た
映

画
で
し
た
。

　

４
０
０
人
を
上
回
る
ほ
ど
の
お

客
さ
ん
が
見
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
感
動
し
た
」「
自
分
の
子
育
て

を
見
直
し
ま
す
」「
今
の
子
ど
も

た
ち
は
自
分
が
恵
ま
れ
す
ぎ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で

は
」「
自
分
の
小
さ
い
こ
ろ
を
思

い
出
し
た
」「
子
ど
も
全
員
に
見

て
ほ
し
い
」
な
ど
３
０
０
枚
近
く

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
応
え
て
、
積
極
的

に
映
画
を
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ

た
学
校
に
益
金
で
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
贈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
映
画
を
見
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
の
姿
が

見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
を
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
っ
た
団
体
、
個
人
の
皆
さ
ま
に

は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

串
間
の
宝
で
す
。
私
た
ち
婦
団
連

も
微
力
な
が
ら
子
育
て
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
子
ど
も
た
ち
が
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
て
、
学
校
へ
通
え
る
こ

と
が
い
か
に
幸
せ
か
な
ど
と
考
え

る
こ
と
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
映
画
上
映
会
を
機
に
、
学
校

に
通
い
、
勉
強
で
き
る
こ
と
の
あ

り
が
た
さ
を
も
う
一
度
よ
く
考
え

て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

憂
う
、
こ
の
国
の
行
く
末

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

戦
争
で
多
く
の
人
が
命
を
、
人

生
を
失
い
、
も
う
今
年
で
70
年
と

テ
レ
ビ
な
ど
で
聴
く
。

　

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
目
に
す
る
い
じ
め
に
よ
る
自
殺

や
殺
人
事
件
な
ど
、
私
が
小
学
生

だ
っ
た
こ
ろ
は
、
殺
人
事
件
な
ど

「
え
っ
、
そ
ん
な
恐
ろ
し
い
こ
と

が
都
会
で
」
と
ニ
ュ
ー
ス
で
時
々

目
に
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
だ
が
今

は
、
毎
日
の
よ
う
に
人
が
人
を
ア

ヤ
メ
ル
事
件
が
多
す
ぎ
る
。
私
も

含
め
、
こ
の
現
代
社
会
は
、
心
を

病
ん
で
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
メ
ス
を
入
れ
る
の
は
、

人
の
心
に
ゆ
と
り
と
人
を
愛
す
る

思
い
や
り
の
心
だ
と
思
う
。

　
事
件
自
体
は
減
少
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
す
が
、
悪
い
意
味
で
記
憶

に
残
る
よ
う
な
事
件
が
起
こ
る
せ

い
で
そ
う
思
っ
て
し
ま
う
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
痛
ま
し
い
事
件
が

起
き
な
い
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
心

に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ

と
が
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
「
広
報
く
し
ま
」
で
は
皆
さ
ん

か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
、
腹
が
立
っ
た
こ

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
て
き
な
趣
味
を
お
持

ち
の
方
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る

団
体
な
ど
、
ぜ
ひ
広
報
紙
で
紹
介

し
ま
せ
ん
か
。
自
薦
、
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課

情
報
政
策
係
☎
内
線
３
３
８

　毎年、夏休み期間中に開催している『チャ
レンジ講座』を今年も開催しました。「親子
で木工教室」や「貝と流木で作品つくり」
などさまざまな講座が開かれ、たくさんの
子どもたちが参加しました。

　８月20日、総合保健福祉センターで、南那珂地区公
民館セミナーが開かれました。元宮崎日日新聞社読者
室の小川清一郎氏を講師に迎え、「ＨＯＷ ＴＯ  公民館
報（自治会だより）づくり」をテーマに講演。セミナー
には各地区の自治会長ら約50人が参加しました。

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

開
催
し
ま
し
た

自
治
会
だ
よ
り
の

作
り
方
学
ぶ

福
島
高
生
が

市
街
地
活
性
化
案
を
プ
レ
ゼ
ン

中
高
連
携

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

福
島
川
い
か
だ
下
り

　８月 21 日、福島高校生４人が中心市街地
のまちづくりに関する調査、研究の成果につ
いてプレゼンテーションを行い、市街地活性
化案としてスイーツカフェを提案しました。
プレゼン後は、市職員らとディスカッション
を行い、議論を深めました。

　７月29 日～ 31日、市内６中学の３年生約150名が、 
福島高校で行われた「串間市中高連携サマースクール」
に参加しました。
　学力向上や中高連携を目的に教育委員会が開催。１
日目に中学校教諭による授業、２日目に福島高校教諭
による授業や部活動見学、進路座談会などが行われま
した。また、３日目には学習塾「昴」の講師による授
業も行われ、生徒たちは普段とは違う緊張感の中、真
剣な様子で授業に臨んでいました。

　８月23日、福島川右岸で「福島川いかだ下り」があり、
４艇25名が参加しました。水辺環境に関心を持ち、河
川の大切さを認識してほしいと、「ふるさとの水辺環境
を守る会」が開催。参加者たちは、手作りのいかだで
福島川蔵元橋から金谷までの約２㎞をオールをこぎな
がら下りました。
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市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　都井岬ビジターセンターでは、入館いただきましたお客さまに、野外ガイド
（１時間～１時間30分）を実施しています。
　通常の野外ガイドに加え、新しいコースが増えました。ぜひ、体験してみませ
んか？

●よくばりコース（従来コース）　
　 都井岬灯台→御崎神社→小松ヶ丘

●ガッツリ御崎馬観察コース（従来コース）
　 小松ヶ丘周辺

●森林浴コース（ＮＥＷ）
　 遊歩道を散策しながら、森林浴の効果を森林セラピストが解説します。
　都井岬の魅力を五感で体感しよう！

※各コース、事前予約が必要です。
※服装：動きやすい服装・靴でお願いします。
※�ガイド料金：
　ビジターセンター入館料
　一般／310円　小中学生／200円
※お一人様、１日１コースのみとなります。

　

平
成
18
年
の
春
。
木
代
の
北
西
に

位
置
す
る
飯い
い

盛も
り

山
へ
、
友
人
た
ち
と

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
。
北
口
登
山

道
よ
り
登
頂
し
た
。
山
頂
に
は
、
山

の
神
や
火
の
神
が
祀ま
つ

ら
れ
、
火
災
防

止
の
石
碑
も
建
っ
て
い
た
。
先
人
た

ち
の
労
に
感
心
。
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
に
恵
ま
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

　

こ
の
、
飯
盛
山
の
風
情
を
『
串
間

の
魅
力
』
と
題
し
て
広
報
紙
へ
投
稿

し
た
。
初
め
て
の
投
稿
で
し
た
が
掲

載
さ
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　

当
時
の
広
報
担
当
の
係
の
方
は
、

『
飯
盛
山
は
市
役
所
か
ら
も
よ
く
見

え
、
身
近
な
山
だ
が
、
な
か
な
か
登

る
機
会
は
な
か
っ
た
。
投
稿
を
見
て

飯
盛
山
の
魅
力
を
知
り
た
く
て
、
或

る
日
登
頂
し
た
。
よ
い
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
楽
し
い
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
』
と
丁
寧
な
投

稿
後
記
を
く
だ
さ
っ
た
。

　

ま
た
、
読
者
か
ら
『
飯
盛
山
を
読

ん
だ
よ
』
と
電
話
な
ど
を
も
ら
っ
た
。

今
ま
で
に
な
い
喜
び
を
味
わ
っ
た
。

　

平
成
18
年
よ
り
広
報
く
し
ま
読
者

の
ペ
ー
ジ
「
く
し
ま
に
あ
」
や
宮
崎

日
日
新
聞
な
ど
に
投
稿
し
て
い
る
が
、

時
々
掲
載
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
タ
イ

ト
ル
は
色
々
あ
っ
た
が
、
戦
争
体
験

が
あ
っ
た
の
で
『
悲
哀
よ
ぎ
っ
た
兵

士
と
の
別
れ
』
を
投

稿
し
た
と
こ
ろ
、
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
ご
覧
に
な
っ
た

読
者
か
ら
、
一
通
の

手
紙
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
手
紙
を

披
露
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
10
日
の
投
稿
文
を

謹
ん
で
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
兄

様
は
硫
黄
島
で
玉
砕
さ
れ
た
の
で

す
ね
。
64
年
前
の
こ
と
で
す
が
、

戦
争
の
空
し
さ
と
、
兄
様
へ
の
惜

別
の
辞
を
短
文
の
中
に
見
事
に
表

現
し
て
お
ら
れ
、
感
動
い
た
し
ま

し
た
。

　

私
も
小
学
３
年
の
秋
、
父
と
の

別
れ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
父
は

翌
19
年
２
月
マ
ー
シ
ャ
ル
で
戦
死

し
ま
し
た
。
今
も
心
の
中
に
あ
の

戦
争
の
悲
哀
は
、
消
し
去
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
終
戦
記
念
日
が
き
ま
す
。

月
並
み
で
す
が
、
平
和
な
日
と
お

二
人
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
方
も
戦
争
体
験
者
で
、
小

学
３
年
生
の
と
き
お
父
さ
ま
が
出

征
。
南
方
戦
線
で
戦
死
さ
れ
て
い

る
。
一
家
の
大
黒
柱
を
亡
く
さ
れ

た
お
母
さ
ま
は
、
子
ど
も
の
養
育

な
ど
、
筆
舌
で
言
い
尽
く
し
が
た

い
ご
苦
労
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

投
稿
で
ぼ
け
防
止
や
、
人
と
の

交
流
も
生
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
投

稿
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 ●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.990/2015. ９）

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,803人（前月比 -26人）
　男  8,702人　女  10,101人
　世帯数8,218世帯（平成27年８月1日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

家族や知人が認知症になったら…。
私は支えてあげられるだろうか。今 
回の取材で考えさせられた。認知症
だからと何か特別なことをする訳で
はなく、そっと寄り添える人になり
たい。まずは認知症について知るこ
と。そして、たくさん話をしよう（ユ）

よかバスを取材。恥ずかしながら今
回の取材で初めて乗車しました。車
のない人にとっては数少ない移動手
段の一つ。車の有無に関わらず、み
んなで利用して支えることが大事だ
と感じました。たまにはよかバスを
利用して出かけたいと思います（イ）

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

「
投
稿
が
楽
し
み
」

百
野　

達
夫

ひゃくの たつお（87歳）
鹿児島県阿久根市出身。昭和
18年に旧国鉄志布志機関区に
就職。昭和26年の結婚を機に
串間市へ移住。昭和57年に退
職し、現在に至る。

　今月号の特集は、コミュニティバス「よかバス」。よかバスの利用
機会の多い千種保育所の園児たちと一緒に撮影を行いました。よかバ
スが園内に入ってくると園児たちは大歓声で迎え入れてくれました。
表紙はさくら組とすみれ
組の園児34人と運転手
の山下和彦さん。普段な
かなか近くで見ることの
ないよかバスに大喜びの
園児たち。撮影後は、車
内を見学し、よかバスを
身近に感じていました。

何枚も書き直して、一番上手にできたものを投稿しています

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

よかバスと一緒に

秋の野外ガイドの
お知らせ
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〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　

TEL 0987-75-2000

　９月５日より数々のイベントを
ご用意しております。お楽しみ
に！！皆さまと一緒に串間温泉い
こいの里を盛り上げていきます！

休館日のお知らせ
　９月１日（火）～９月４日（金）
は臨時休館いたします。
　また、９月の休館日は16日（水）
です。

串間温泉いこいの里
９月５日（土）午前１０時
プレオープン！



施
設
へ
と 

う
か
ら
に
言
は
れ 

迷
ひ
を
り　

何
れ
は
行
か
ね
ば 

気
持
は
あ
れ
ど

洗
濯
物 

な
が
雨
つ
づ
き
に 

ラ
ン
ド
リ
ー

コ
イ
ン
二
枚
に 

心
あ
た
た
む

紫
蘇
の
葉
を 

塩
で
も
み
こ
む 

ひ
と
時
の　

吾
も
染
ま
り
ぬ 

う
す
紅
色
に

単
調
な 

運
転
中
の 

睡
魔
消
す

ゆ
っ
た
り
よ
ぎ
る 
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ

古
希
を
過
ぎ 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

始
め
た
り　

多
く
の
人
と 

出
会
う
幸
せ

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

野
辺
俊
子
さ
ん（
☎
７
２

－３
３
０
０
）　
■
俳
句 

本
田
幾
男
さ
ん（
☎
７
２

－５
２
８
０
）

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

上
町
一　

神
戸　

和
子

上
小
路　

本
田
ハ
ズ
エ

仲　

町　

藤
原　

淑
子

仲　

町　

矢
野　

欽
子

上
町
三　

川
崎　

忠
康

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

半
分
を 

亡
夫
に
も
供
へ
し 

冷
奴

姥
百
合
に 

母
の
面
影 

重
ね
を
り

煌
め
く
星
に 

問
ふ
か
に
光
る 

天
の
川

　
い
つ
の
日
か 

癒
え
る
と
語
る 

朝
の
虹

病
妻
を 

励
ま
す
落
暉 

天
高
し

下
中
園　

森
本　

リ
ツ

桂　

原　

淵
脇　

桂
子

上
中
園　

鍋
倉　

文
子

西　

浜　

河
野
ヨ
シ
子

一
般
投
稿　

寺　

里　

下
飼
手
明
博

残暑厳しい毎日
ひまわりも元気に咲いています

串間市は平和首長会議に
加盟しています
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